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軟性子宮鏡検査 に お け る新 し い 子宮腔内明視法 の 考案
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　子宮鏡 は ， 子宮 腔内病変に対する有垣 な診断法

の つ で ある
1］一£ ，

． しか し， 雋寵 が ある場合や，∫
L

宮頸管 （以下 頸管 と略）が狭窄 i，で い る場今な どは

灌流 液が子宮灘内に停滞し ， 浮遊 物で 頃療な視野

が得 られ に くい こ とが ある．こ の ような場 含の 対

応策 と して s 注射器 に よる加1：1注入
5’
や子宮鏡 の bP

し人 れ
［”／
が 報告 され て い るが ， 軟性鏡で は頸管 と ：

“一

宮鏡 が 密着 し で い る 場 合に 注人 液が 灌流 し づ ら

く，
い たず ら 1こ疼 痛 を招 く可 熊性 もあ り、

こ れ ら

の 対処 法が有効で ない 場 禽も少なか らず経験 され

る．そ こ で ， 我 々 は細 径（4〜8編 カ テ
ー一

テ ル をあ

ら か じ め 了宮 内 に 捕人 し で お き ， 頸 管 と細径 ガ

テ
ー

テ ル と子 宮鏡 で 形 成 され る ：對隙，お よび カ

テ
ー・

テ ル 自体か ら灌流 を促 し， 明視 を確保 する 方

拡i（以 iドtt・ IDra愉 ago 　method 　wtt ／A　C瓢 he瞻 r ：D （）法

と略）を考業 し，そ の 有用性 に つ い て検 討 した．

　　　　　 　　　 対象 ・方法

　対 象は，199i9午 2 月〜2  OC葬 6 月の 闘に ，不 旺

牲器描 1訌L， 過多月経 ， 不妊症 ， 内膜細胞診 ・紺織

診異常／t 超 蹄波異常所 滋， な どの 適応で子宮鏡検

査 を行 っ た 114例 中で 十分 な所見 （明視）が得 られ

なか っ た 弖2例 （36．8％）で ， D （〕法 は同 自に通 常 の 广

宮鏡検査 の 後 に 引 き続 き施行 した．

　二）C 法 の 逃応 は ， 頸 管 の 狭窄は な い が 畠血 に て

視野の確保が 困難な揚合 を出1臨，頸管狭窄 に起 閃

す る涯 流 不全 に よる浮遊 物 の 停浦にて 視野 の 確保

が 网難な場合 を頸管狭窄，ヘ ガ ール 拡張に よ る 出

血 も含め て 悪血 と頸管狭窄 に起囲する 灌流不全 に

よ り視野の 確保が困難な場含を出 i亜い 頸管狭 窄 と
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表現 した．

　使 用 した 子宮鏡 は ， オ リ ン パ ス 社製 ヒ ス テ ロ

フ ァ
ーバ ース コ ープ 1’IYF 　type　1　T （処置用）お よび

tyl）e　P （観察用），先端部外径 4．rjrrunお よび 3．5mm ，

難 部外径4．9  お よび3．6n  ， 髑 角 120
°
お よ

び 90
°
（直視）の 軟性鏡で ある．視野の 広 さ と t’宮鏡

下 の 生検， ポ リ
ープ切 除 ， 遺残避妊 リ ン グ抜去 な

どが必要な場合 を考慮に入れ ，原則 と して処置用

チ ャ ン ネ ル を有 し種 々 の 処 置が 可能な type　1T を

使用 する こ と とした．頸管の 狭窄が 高度で type　lT

挿入不能の 場合に限 り，処置用 チ ャ ン ネル をもた

ず，視野 はやや 狭い が よ り細 い 径 で挿入 しやす い

type　P を使用する こ ととした e

　 カ テ
ー

テ ル は ア トム メ デ ィ カ ル 社製栄養カ テ
ー

テ ル 4，5Fr，同祉多用途チ ュ
ーブ8Fr，テ ル モ社 製

2 孔式 ネ ラ ト ン カテ
ー

テ ル 8Fr を用 い た．カ テ
ー

テ

ル の 外径 は 4
，

5
，

8Fr そ れ ぞ れ L35
，

1．70，2．75

mm で ある ．

　灌流液 は生理 食塩水を用 い ，患者よ りの 落差約

50cm で 灌流 した．また ， 主 として 子宮収縮抑制の

口的 と若干の 鎮痛 を兼ねて
， 子宮鏡施行30分前に

ジ ク ロ フ ェ ナ クナ トリ ウ ム 坐 剤50mg を ， 禁忌 例

が なか っ た ため 全例 に挿入した．

　 DC 法は 以 下 の ご とき手順で 施行した．

　 1）細径 （4〜8Fr）カ テ ーテ ル を最初に適 当に f’

宮腔内に挿入 し，助手が保持す るか，又 は患者大

腿部 に絆創膏等で 固定する．カ テ
ー

テ ル の サ イズ

は
， 子宮鏡が 挿入可能な範囲で 可及的に 太 い もの

とす る e

　 2）続 い て 灌流 しな が らチ 宮鏡 を挿入 する。こ の

時 ，
カ テ

ー
テ ル は 子宮鏡 を進め る ガイ ドの 役割 も

果たす．また，子宮頸管が狭窄して い る場合は ヘ

ガ ール 4〜5 号 まで拡張 を行 い
， 時 に マ ル チ ン鉗 f’

．

（助 手が把持）に よ る チ宮腟部の 牽引 を行 い なが ら

子宮鏡 を挿入 す る．

　 3）子宮鏡観察下 に カ テ
ー

テ ル を視野 の 邪魔 に

ならない よ うに引 い て ，適 切な位置 に調整する ．

　 4）こ の 状態 で 観察すれ ば ，
カ テ

ー
テ ル と子宮鏡

と頸管 と の 間に間隙が確保 され，また カ テ ーテ ル

自体か らの 排液もあ り， 灌流 が促進 され 多少 の 出

血や 浮遊物 は 洗 い 流 さ れ
， 明瞭な視野が 確保 さ れ

錮径董 型

閲隙　細径カテと赳 レ　固隙

　 　 　 　　 　 図 l　 DC 法の 模式図

軟性子 宮鏡 と細径カ テ
ー

テ ル と頸管 との 間に 間隙 が 確

保され ， ま た カ テーテ ル 自体か ら も灌流 が 促進 され る ．

　　 　 　 　 　 図 2　 画 像判定 基 準

a （rank 　A ）；視野 は 明瞭で あ り，十 分 な 所 見 が得 られ

る．
b（vankB ）： あ る程度 の 視野，所 見 は得 られ る が 十 分 で

は なく，診断 に 困難 を感 じる．

c （fank 　C）：あ る程度の 視 野 は得 られ るが，所 見 は 不明

瞭で 診断不能．

d （［ank 　D ）：視野 不 良で 全 くみ えず．

る （図 1 ）．

　5）また ， 子 宮腔 の 拡張が 悪 い 場合は ，
カ テ

ー
テ

ル を手指又 は鉗 子で 圧挫 し て 灌流 を少 し制限 する
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f，，蜴 合に よ つ て 1 矚視が得

る、

　まア
，

．

蹄評価 と した（図 2 ），

　rank 　A
．
視 e．T　，t 月瞭で あ 1 ，

れ る．

　 皿 kBl

取 L ・
冥 鏡 検 盗 に お け る新 しい 二宮腔佐レ枳レ、

ン1域 1犬態 で 抜減 す

L 席婦 　53巻 7

ヂ幣
匹．
斤 r の 状亀、に つ t・・ て はyl

’
の ・1段

分 な弄 見が   ら

　　　　　ある躯 度の 現野 ， 所 ト「滋 得 られ るが i一

ゲ で は な く。診 1圻に 囚難を愚 ずる 、

　’
／ank 　」 ：：あ る程 度の 視野 は h ら 4 一る ガ 　）ノ ま

不聡瞭で診際不畆。

　 r．．nk ：ラ ： 見野 ノト良てこ≧くみ えず．

　 また， Ir慮 差 の 仙庫 は t．te醜 tt 〆検定1 よ っ た。

　　 　　　　　　 鼠 　 海

　 D り 沙 の 丸 象と な っ 犬 12例 の 平均 ケ 齢 は も 　⊥

14 鼠 （24〜81歳）で ，

一．．一
方 DO 法 を要 しな か っ た

7ノ議 の 平均年 編 は44．4 圭 14．彑 歳 （20・・一　

−
8歳〉で 慮群

議：1 有畆 差 は認 め な か っ た．DC 法の 対象 と f
っ

た42例 中4／例97焉％ で DC 法 力 Lf．1臨 で あ り，　 DC

荘が 廳行 不能
．
で あ っ た 1例 は 7：戍 ， 子杁 頚癌 lra

期で 放射線治療霧 の 症例で あ っ た，全症 例 に お 1う

る子宮鏡の 適応 な，小正性器 凸 咋．26夙，細胞診か

つ 乂 は綿織診異常 17例 ， 過多 月」L71
！t例 ， 捌経後 ド

．

血
ド
4例 ， 超音 友 甲

智所 見：L2例 、 不ジ兆ll例 の 順 に

多か っ た． ∫宮鏡 の 適応にお り
一
る 　C 法施 匂 群 と

非施行群 の 比 試 で は，閉経後 1，1｝．，ノト妊症 で 11）C

法施行例ゾ多 く漕
’
1．そ れ 71．・1％ （節例 嚢 例〉， tg．、．8

％ （9　f“；　
’

1ユ例）を占め て Llた （菰 　） DC 法の 遍応

（視野不良の 運 養）は，ll揃 Lに “ る もの が 8 例，負

管旅窄 に よる も の が 膿 例 ， 出面k ・讃管狭窄が 20例

と
、
80．5％ （33例，亘例）の 涯 例 L

’
纈彗狭窄力 関わ っ

て
・
媛 ．槻経後網 ヵ 且ゐ ！中ユ4例 あ ％ で P1 講至産｛」　El

が 4二例 串（ユ例 ガ哩 ＞1 ，劉39の％ で あ っ i　TC 訟 の

葱応が 籤管狭窄 1 よ 033 例で は ， 回 セ三後例 が 皿 朝

33．3％ ，木i経座例が 一2例 35．4％，浮：縫 後又 は 朿経 二

の い ず れ か e 要 豚 を右 する もc
’1キ 1汐  彦 r％

’
で

あ つ た。

　 津入 した カ テ
・一

フ ル の サ イ ズ 謂 「 が 18例，⊃い

が 12・i
．．「
，8r⊥が 1正例 で ，ヘ ガ ・一一ル （1〜」号）1 よ る

劇 。長を要 した の はYI例 甥 ？％ で 岑
）っ 广．．ま ブ ， 使馬

した 一一宮麁 ぱ type ユT が 3「摩1で ，
　 type 正

ジ よ 4 例 で

あ っ た．

　 　 　 　 　 　 　 衣 1　 症 例の 1 景

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Dc 法施行

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （，　42 伊

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 44 エ 1ユ
　 　 亅　膏　 nlear 　二s ］），
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔24〜8L

閉
“Eの k

’irr出厂
｝i ［正 （例 数 ｝

　 田　 後　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
’
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　 4 膏

　 騰 　

　 同静

二上．一

灘∵
…⊥匪

　 tt剤1．iLt、，クカ　）　メ．　Fc．　fi［織　　I
　 I診ナ

fF

　 l．−3　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 （1

8
．
¶
⊥

一

　 　 　 　 　 　 　 1］

　 　 　 　 　 　 　 16
．一．．．一一．．．一．一一一．L −．一．
　 　 　 　 　 　 　 ’f

2− 3

　 カ　 ．

J．丿．7 ぽ

Ltl　
“．

震 媛 1］；

∫「亨1 じ

琵 r八 ，

＄　貝　 丿］ur受の 鰭過 tH　Pt

t ’免後州 lllL

lit
一ミ褫し

・’・．

過 Jl

そ の f

Gり
．
．，
∠

．
ジ

16

　 　 　 9

　 　 　 3

　 　 　 2

　 　 　 鞭

↑
．．．．
1　 　 ］3

  出L 厂 ⊥例不 VJ
：

　　 沙施行 口泊三で あ っ た 41例全 例で ，最終 触に

r
∩
三盧 A の 明 視力 得ら童し犬　 r跚 く D か ら A が ｝5例，

1
’
撒 ke か ．A が 17例 ， r  kB か ら A が 9例で あ っ

1　 ま f’，カ テ ーテ ル 挿 人 か ら覗視が 得 られ．る ま

で の 晦 脇 ユ ，4Ft・で は ．パ ．土 鉱 5秒 （且8例）s
　 5轡 で

は5  惑 士 44 唖♪（1？例），81Tf・で 　は53．6 ± 43ユ 秒 （二二

例）て 　 F ・
で 明視 を得 る 舟 湖か 看 T二

長 い 印象が

ちっ たが，イ亅意羌 は認め なか っ た，

　 　 　 　 　 　 　 　 漉三　 1列

　 次 i ．DC 法所 見 O タξ例 を呈 示す る，

　暫ピノほ ：54威 （閉経 52戊），
4 経妊 2 経崖で 不正
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　　 　 　 　 図 3　 DC 法 の 視野 の 実 際

a ：通常の 子宮鏡検査で は ， rank 　D の 視 野 で あ っ た．
b ：a の 症例 に DC 法 を施行 し ，

　 rank 　A の 視 野 を得 た．

矢印 は カ テ ーテ ル 先 端 で あ る．
c ：通常 の r一宮 鏡 検 査 で は，rank 　B の 視 野 で あ っ た，
d ： c の 症例 に DC 法 を施 行 し，　 rank 　A の 幌 野 を得 た．

本症例 は複雑型 ∫
・
宮内膜異 型 増 殖 症 で あ り，lrlL管所見

（矢印）が 明 瞭 に観察 さ れ診 断 に 有 用 で あ っ た ．

性器 出血 の
．直訴で 受診 した．子宮鏡下 の 生検な ど

の 処置 を考慮 し，type　lfl’ に て子宮鏡検査 を施行 し

たが ， 頸管狭窄に て 挿入困難で あ っ た．その ため

ヘ ガ ール 5 号まで拡張 を行っ た の ち，挿人，観察 を

行 っ た が rank 　D の 視野 であ っ たた め ，
　 DC 法の 適

応 とした。DC 法 に よ り5Frカ テ
ー

テ ル 挿人 か ら35

秒後に rank 　A の 明視が得 られた。最終診断は萎縮

内膜で あ っ た （図 3a，
　 b）。

　症 例 2 ：48歳，2 経妊 2 経産 で約 1 カ月前よ り持

続する過長月経 を主訴 に受診 した．予宮鏡下 の 生

検な どの 処置 を考慮 しtype 　IT に て 子宮鏡検査 を

施行 した が，出血 に て rank 　B の 視野で あ っ たた め

生検 の 精度 も考慮 し て DC 法の 適 応 とした．　 DC

法に よ り8Fr カ テ
ー

テ ル挿入 か ら55秒後 に rallk　A
の 明視が得 られた．生検 の 結果は複雑型 子宮内膜

異型増殖症で ， 最終的に 了宮杢 摘出術 を施行 し術

後の 摘 出物の 病理組織検査 の 結果 も同様で あ っ た

（図 3c，
　 d）。

　　　　　　　　　考　　察

　 r一宮鏡は不正性 器出血
， 過多月経 ， 不妊症 ， 超

音波異常所見 ， 内膜細胞診 ・組織診異常 ， r一宮体

癌 にお ける頸管浸潤 の 診断 目的な どそ の 用 途は広

く， 近年 ， 日常 臨床 に 不可欠 な検査法 とな りつ つ

あ る．現在 ， 本邦で 広 く用 い られつ つ ある 軟性鏡

に よる panoramic 　hyst，eroscpopy に お い て， い か

に良好 な視 野を得 るか は最 も重要か つ 苦慮する 問

題点の
一

つ であ る．今回，我 々 が 考案 した DC 法 は

子官鏡挿入 時に細径カ テ
ー

テ ル も挿入す る と い う

極め て 簡便，低侵 襲なもの で あるが ， 症例 に よ っ

て は そ の 効果 は絶大で ある ．カ テ
ー

テ ル と子宮鏡

と頸管と の 問に人 T．的 に 問隙が確 保 され る こ と

と，カ テ ー
テ ル 向体 よ りの 排 液も加わ り，灌流が

促進 され る こ とに よ り明視が得 られ る こ ととな

る．但し ， 症例 に よ っ て は カ テ ー
テ ル の 位 置が灌

流 の 状態に微妙 な影響を及ぼす の で ，カ テ
ー

テ ル

の 位置 の微 調整 を行 うこ と（通常 は視野 に 入 る か

入 らない か くらい の 位置 にカテ
ー

テ ル の 先端 を置

くと灌流 も良好で あ る）， お よび出血 や 浮遊物が比

較的多 い 場合 は
， 細径 カ テ ーテ ル お よび軟性 f’宮

鏡挿入後 に少 し時間を要する （1〜2分程度）場合が

ある． 子宮鏡 の 適応 にみ た DC 法非施行群 との 比

較で は
， 閉経後出血 と不妊症 に DC 法 を要 した例

が 多 く，また DC 法 の 適応 （視界不良の 理 由）か ら

み て も ， 41例 中 （施行不能 1例 を除 く）33例 80．5％

の 症例で 頸管狭窄が関わ っ て い た．つ ま り，
い い

換 えれば type　1T を使用 した軟性 r一宮鏡検査 に お

ける視野不良の 最大の 原 因 は頸管狭窄にある とい

える，

　挿入 する カ テ ーテ ル に つ い て は ， 現時点 で は最

適 の 太 さに つ い て は明確な結論は得 られ て い ない

が ， 挿入可能な範囲で なるべ く太 い サ イズ の 方が

よ り効果的 と考えて い る ．また ， 細径 カテ
ー

テ ル

の サ イズ と明視 まで の 時間との 関係で は
，
4Fr で

5，8Fr と比較 して 若干 ， 明視 まで に要する時間が

長 い 傾 向にあ っ た が有意差 は認め なか っ た．こ れ

は カ テ
ー

テ ル の サ イ ズが太 い 方が間隙 も大きくな

り，よ り灌流が促進 されや す い た め と推 察 さ れ る．

但 し ， あ ま り灌流 が よす ぎた場合 に十分 な子 宮腔

の 拡張が 得 ら れな くなる可能性 が ある が，こ の 場

合は カ テ
ー

テ ル を圧挫 し灌流を制限 した り， 場合

に よ っ て は い っ たん 明視が 得られ た状態で カ テ ー
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テ ル を抜 去 して し まうこ とに よ り ，
H）］視 と ∫

L
宮腔

の 拡張が得 られ る 。また，今回使爆 した4Fr カテ
…

テ ル は腰が 弱 く， てう宮四 へ の 挿入 に多少 の 困難 を

停 う場 合が あ っ た。た だ で さ えも狭 い 頸管に
，

カ

テ ーヲ
1
ル を挿入．した の ちに 子宮鏡 を施行す る の は

ナ ン セ ン ス と思 うかも しれ ない が，実際 は カテ
ー一

』
テ
h
ル も頭管 も弾ノ」性の あ る組織であ るた め ， 時 に

マ ル チ ン 鉗 9−1： よ る 萱 引 が 必 要 な腸含 もあ る が ，

ほ とん ど の 例で 挿 人可能で あ る．また，DC 法 の 和

点 とLノて 先に 挿 入 した カ テ
ー

テ ル は ユ
fi一宮鏡挿人時

の ガ イ ドの 役翻 も果た しで くれ る た め ，内腔が 不

整 で 噛が りくね っ で い る 頸管の 場 合には さ らに有

用 で あ胤 さ らに tt　D む．法は頚管攤 よ り i
’
分な灌流

が確保 され る ため ， 、r宮体癌症 例へ の 子 宮鏡施 行

時 の 網 細胞 の 紳 卵管的腹控内へ の 播種の リ ス ク が

軽減で きる可能性 が ある ，今回の 体癌 3 例中で 1，i 、

于術施宥 した 2 例 は い ず ftしも腹腔洗浄細 胞診陰性

で あ っ たが （1 例は W 蝶で手術 施行せ ず）、こ の 件

に つ い て は さ らなる デ
・…タの 集積が必 要 で あ り，

今後の 検 討を待 ちた い ．また：，type 　1T で 挿人
．観

察園難な場含 に よ り細 い type　P ， 睚pe　XP な ど を

使用す る考 えもある が．今匳 嚇 ）e ／T に こ二だ え冫 っ

た理 宙は 1へ宮鏡下 の 生検な どの 処 置を考戀したた

め で ある。しか しtt今回 t搬 c　P で も視野あ 良で DC

滴が有用 で あ っ た 4 例を経験 し て お り，軟性 t’宮

鏡の 種類にかかわ らず DC 法 は有効 で あ る と思わ

れ る．今後，ど の 程度の 出血量 ま で 明視 岨能か ，

また よ り適切な硬 度 ・太さの カ テ L−tテ ル の 検討が

課題 と して あげ られる が，DG 法 は軟性 」
へ

宮鏡検

沓 における 極め て 簡便，低侵襲か つ 有効な 明視法

で ある と考え られ た。
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